
更なる技術革新が、 

新たな価値を創造する。 

Message

E N O M O T OE N O M O T O

世界に誇る日本の物造り。物造りの中でも特にエレクトロニクス関連の物造りを支えているのがエノモトの精密金型技術です。

1962年（昭和37年）の創業以来、心技一体「どんなに技術が進歩しようとも、心なくしては､決してお客様を満足させる商品

は生み出せない」を社是とし、多くのプレス加工に関する新技術を開発し、打ち抜き加工・曲げ加工・絞り加工・モールド加工

等広範囲のジャンルの金型技術を確立し、また、日進月歩で軽薄短小化・高機能化・多機能化する要求に応えられる金属と

プラスチックの超微細複合加工技術を確立し、多くの顧客より高い評価を得ることができ、日本の物造りに大いに貢献してい

るものと自負しております。然し、今やグローバル化の時代。物造りの歴史を振り返って見るに、その拠点はヨーロッパからアメ

リカへ、アメリカから日本へ、日本から韓国、台湾、東南アジアへ、さらに中国へと移り進んできており、誰もこの時代を背景にし

た流れを止めることはできない状況になって来てしまいました。エノモトはこの流れにただ押し流されるのではなく、積極的に

海外展開を図るとともに、金型造りで培った精密加工技術を武器に新規分野の開拓や、更なる高付加価値を高めるべきメッ

キ事業への参入も果しております。その一例が、今まさに人類の生存そのものを脅かす地球温暖化の防止に貢献する省エ

ネルギー関連製品の開発であり、また、メッキ内製化による短納期、高品質化の対応等であります。今後のエノモトにご期待

下さい｡ 

また、エノモトは品質に関する国際基準ISO－９０００の認証は全工場で取得し、環境に関する国際基準ISO－１４００１の認証

は全工場取得に向けて活動中であります。信頼され、地球環境に優しい物造りを目ざしてエノモトは歩み続けます。 

 

 

ご挨拶 



複合品のソリューションにも対応。 

ユーザーニーズに基づく設計・製作による金型で製造するリードフレーム事業においては、IC用

リードフレーム、トランジスタ用リードフレーム、LED用リードフレーム、電子部品用リードフレームな

どを提供しています。リードフレームは従来、金属単体の製品でしたが近年は樹脂成形を含め

た一貫生産の要求が多く、高度な金型技術と加工技術のコラボレーションが不可欠です。 

金型技術の基本である「抜く・曲げる」に、「つぶす（コイニング）・絞る」など多彩な技術を複合

させることにより、あらゆる分野で高度な要求に応えられるのがエノモトの強み。次代のニーズに

対応するなか、最近では、特にLED・オプト市場での期待が大きく、カスタマイズされた製品だけ

でなく、オリジナル製品の販売でもシェアを拡大しています。さまざまな加工技術を有するエノモ

トは、そのトータルバランスにより、高度な顧客ニーズへの対応とともに、鉛フリーをはじめ環境に

配慮した製品づくりを重視し、新たな可能性を提供します。 

 

多彩な加工技術の駆使を極めて、オールラウンドに対応 

リードフレーム 
Lead Frame
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より小型化が進むコネクタの高精度を支えています。 

情報化社会において、情報機器部品の小型化及び高精度化は進むばかりです。コネクタ・コン

タクトピンなどの金属プレス製品に求められている複雑な曲げ形状のニーズにも充分応えられる

技術を有し、市場の発展を支えています。さらに金属プレス加工と樹脂成形加工の融合したハ

イレベルの技術が求められるこの世界において、長年培ってきたプレス技術がありモールド事業

も擁するエノモトは国内屈指の企業と自負しています。狭ピッチ品は、市場で最もニーズが多く

金属プレス技術だけではなく高精度なモールド技術なくして実現できません。そして、さらに進む

狭ピッチ化の世界へとチャレンジは止みません。 

当社の国内外の工場は品質、納期ともに安定供給を実現し、ユーザー拠点をサポートする展

開を図っています。特に、海外の全ての工場がコネクタ製造に関わっています。 

携帯電話の高機能化が進み、ワンセグ時代を迎えた今、世界市場へのより大きな展開を図って

いきます。 

 

 

コネクタ 
Connecter
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世界市場が、そして次代が求める、フレキシブルな技術 



厳しい精度要求に応えられる、社内一貫体制。 

超精密な金属打ち抜き部品と樹脂を一体化した高精度なインサートモールド部品を生産してい

ます。平状フープ及び縦フープでのインサート成形や単品部品をロボットでモールド金型に供給・

成形する複合成形など長年培った高度な技術を駆使し、あらゆるパターンのインサート成形に

対応しています。 

金型設計から金型製造、部品生産及び開発段階から試作、量産にいたるまでのライン構想の

提案、構築を基にユーザーニーズを実現していく流れを確立し幅広く展開しています。 

主な製品としては、LED、通信用のリレー、センサー、レーザー用部品など。環境にやさしいもの

づくりをモットーに省電力、多機能小型化などのニーズに加えて、インサートモールド品に要求さ

れるクオリティのひとつとして、金型とフレームなどを一体に成形するための厳しい寸法精度へ

の対応がありますが、エノモトではフレームとモールドのマッチングが社内で一貫管理できるため、

確実な精度を実現できます。エノモトに任せれば一括で精度の高いモールド部品ができると高

い顧客満足を得ています。 

 

“超”高度な精密技術で創造する、インサートモールド部品 

モールド 
Mold 
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■会社概要 ■売上高（単位：百万円）
創 業

資 本 金  41億4千9百万円

代 表 者  代表取締役　榎本正昭

従 業 員 数  632名（男性552名、女性80名）

株 式  ＪＡＳＤＡＱ

■主な得意先（敬称略）

ＳＭＫ　他

■沿　革
１９６７年４月 　■売上構成比率

 1962年7月1日

式会社榎本製作所を設立

精密金型の製作及び当該金型による電子部品等のプレス

部品加工業を目的として、神奈川県津久井郡相模湖町に株

東芝／ローム／スタンレー電気／新電元工業／宮崎富士通コンポーネント

京セラエルコ／双葉電子工業／松尾電機／イリソ電子 工業 ／日 本航 空電

子工業／日本圧着端子／ヒロセ電機／ＣＲＥＥ ＨｏｎｇＫｏｎｇＬ ｉｍｉ ｔｅｄ／サ

ン ケ ン 電 気 ／ タ イ コ エ レ ク ト ロ ニ ク ス ア ン プ ／パ ナソ ニッ ク電 工／ シャ ー プ
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１９６９年１２月

  を新設。

１９７３年３月

  に本社を移転。

１９８５年３月

  町に藤野工場を新設。

１９８７年４月

  的に山梨県塩山市に塩山工場を新設。

１９８７年７月

  連結子会社）

１９９０年７月   株式会社榎本製作所より株式会社エノモトに商号を変更。

１９９０年１１月   日本証券業協会に店頭登録。

１９９１年６月   青森県五所川原市に株式会社津軽エノモトを設立。

１９９２年８月   静岡県下田市に下田工場を新設。

１９９５年３月   岩手県上閉伊郡大槌町に岩手工場を新設。

１９９５年８月   上野原工業団地内に上野原工場を移転。

１９９５年１０月   フィリピン共和国にＥＮＯＭＯＴＯ　ＰＨＩＬＩＰＰＩＮＥ　

  ＭＡＮＵＦＡＣＴＵＲＩＮＧ　Ｉｎｃ．を設立。（現　連結子会社）

１９９７年８月   株式会社岩手エノモトを設立し、岩手工場を営業譲渡。

２０００年１１月

  Ｃｏ.,Ｌｔｄ．を設立。（現　連結子会社）

２００１年１月   中華人民共和国広東省中山市にＺＨＯＮＧＳＨＡＮ　

  ＥＮＯＭＯＴＯ　Ｃｏ.,Ｌｔｄ．を設立。（現　連結子会社）

２００３年４月   本店所在地を上野原町上野原８１５４番地１９に変更。

２００４年４月

  吸収合併し、津軽工場及び岩手工場を設置。

２００４年１２月

  取引所に株式を上場。

日本証券業協会への店頭登録を取消し、ジャスダック証券

シ ン ガ ポ ー ル 共 和 国 に Ｅ Ｎ Ｏ Ｍ Ｏ Ｔ Ｏ Ｐ Ｒ Ｅ Ｃ Ｉ Ｓ Ｉ Ｏ Ｎ

ＥＮＧＩＮＥＥＲＩＮＧ（ＳＩＮGＡＰＯＲＥ）Ｐｔｅ．Ｌｔｄ．を設立。（現

中 華 人 民 共 和 国 香港 にＥ ＮＯ ＭＯ ＴＯ ＨＯ ＮＧ ＫＯ ＮＧ

子会社の株式会社津軽エノモトと株式会社岩手エノモトを

業務拡張のため、山梨県北都留郡上野原町に上野原工場

神奈川県津久井郡相模湖町より山梨県北都留郡上野原町

コネクタ用部品の拡販を図るため、神奈川県津久井郡藤野

ＬＥＤ用リードフレームの拡販、金型部品加工の効率化を目

  式会社榎本製作所を設立。
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■組織図



エノモトでは、顧客ニーズを着実にフィードバックした製品づくりを行うため、各工場は得意とした

分野を担当しています。 

インサートモールドが主力である上野原工場、リードフレームが主力である塩山工場、コネクタの中

枢である藤野工場、コネクタ狭ピッチに特化した下田工場、コネクタなどの津軽工場と岩手工場。

いずれもエノモトの技術力と効率的かつ創造的なラインにより高品質な製品を生み出しています。 

国内拠点 
Domestic offices

エノモトの高度な技術を製品化する、国内拠点 
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